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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年1月9日(2014.1.9)

【公表番号】特表2013-512330(P2013-512330A)
【公表日】平成25年4月11日(2013.4.11)
【年通号数】公開・登録公報2013-017
【出願番号】特願2012-542148(P2012-542148)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 220/34     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 220/18     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 220/28     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  71/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  77/38     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 290/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ 220/34    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 220/18    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 220/28    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  71/02    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  77/38    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 290/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年11月13日(2013.11.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマーであって、
　（ｉ）（ａ）、（ｂ）および（ｃ）を含む混合物；
　（ｉｉ）（ａ）、（ｂ）および（ｄ）を含む混合物；
　（ｉｉｉ）（ａ）、（ｂ）および（ｅ）を含む混合物；
　（ｉｖ）（ａ）、（ｂ）、（ｃ）および（ｄ）を含む混合物；
　（ｖ）（ａ）、（ｂ）、（ｃ）および（ｅ）を含む混合物；
　（ｖｉ）（ａ）、（ｂ）、（ｄ）および（ｅ）を含む混合物；または
　（ｖｉｉ）（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）および（ｅ）を含む混合物
を含むモノマー混合物の重合反応生成物であり、
　モノマー構成要素（ａ）は、少なくとも１つのアミノ置換メタ（アクリレート）（ＡＳ
ＭＡ）モノマーまたはその塩であり、モノマー構成要素（ｂ）は、少なくとも１つの非イ
オン性ビニル（ＮＩＶ）モノマーであり、モノマー構成要素（ｃ）は、少なくとも１つの
ビニル会合（ＶＡ）モノマーであり、モノマー構成要素（ｄ）は、少なくとも１つのビニ
ル界面活性剤（ＶＳ）モノマーであり、モノマー構成要素（ｅ）は、少なくとも１つの重
合可能なシリコーンマクロマー（ＰＳＭ）であり、任意の上記混合物は、さらに、必要に
応じて、（ｆ）少なくとも１つの架橋（ＸＬ）モノマー；（ｇ）少なくとも１つの連鎖移
動剤（ＣＴＡ）；（ｈ）少なくとも１つのポリマー安定剤；または、構成要素（ｆ）、（
ｇ）および／もしくは（ｈ）のうち２つ以上の任意の適切な組み合わせを含有し、
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　モノマー構成要素（ａ）が、式（Ｉ）および（ＩＩ）によってあらわされる少なくとも
１つの化合物
【化１２】

【化１３】

　（式中、Ｒ１はメチルであり、Ｒ２は、置換または非置換の直鎖または分枝鎖のＣ２～
Ｃ８アルカンジイル基であり、ただし、Ｒ２が炭素を２つ含む場合、Ｒ２基の２つの炭素
原子のうちの少なくとも１つは、直鎖または分枝鎖のＣ１～Ｃ３０アルキル基で置換され
ており、各Ｒ３は、独立して、水素、直鎖または分枝鎖のＣ１～Ｃ３０アルキル基、１つ
以上のヘテロ原子を含有する直鎖または分枝鎖のＣ１～Ｃ３０アルキル基、直鎖または分
枝鎖のＣ２～Ｃ３０アルケニル基、１つ以上のヘテロ原子を含有する直鎖または分枝鎖の
Ｃ２～Ｃ３０アルケニル基、直鎖または分枝鎖のＣ２～Ｃ３０アルキニル基、１つ以上の
ヘテロ原子を含有する直鎖または分枝鎖のＣ２～Ｃ３０アルキニル基、Ｃ４～Ｃ２０アリ
ール基、１つ以上のヘテロ原子を含有するＣ４～Ｃ２０アリール基、Ｃ４～Ｃ２０シクロ
アルキル基、１つ以上のヘテロ原子を含有するＣ４～Ｃ２０シクロアルキル基、Ｃ４～Ｃ

２０ヘテロ環式基から選択されるか、または、両方のＲ３置換基と、これらが結合する窒
素原子とが、飽和または不飽和のＣ２～Ｃ２０ヘテロ環式基、または２つ以上のヘテロ原
子を含む飽和または不飽和のＣ２～Ｃ２０ヘテロ環式基を形成していてもよく、前記ヘテ
ロ原子が存在する場合、前記ヘテロ原子は、カルボニル基、Ｎ、Ｓ、ＰまたはＯから選択
され、Ｒ４は、直鎖または分枝鎖のＣ１～Ｃ３０アルキル基である）
またはその塩から選択される、ポリマー。
【請求項２】
　ＣＡが、塩化物、臭化物、メト硫酸、酢酸、ギ酸、クエン酸、マレイン酸、グリコール
酸、乳酸、フマル酸、硫酸、スルホン酸、リン酸、ホスホン酸または硝酸から選択される
、請求項１に記載のポリマー。
【請求項３】
　モノマー構成要素（ａ）は、３－（ジメチルアミノ）プロピルメタクリレート、２－（
ジメチルアミノ）プロパン－２－イルメタクリレート、３－（ジメチルアミノ）－２，２
－ジメチルプロピルメタクリレート、２－（ジメチルアミン）－２－メチルプロピルメタ
クリレート、４－（ジメチルアミン）ブチルメタクリレート、これらの１つ以上の塩、ま
たはこれらの任意の１つ以上の混合物から選択される１つ以上のモノマーである、請求項
１に記載のポリマー。
【請求項４】
　式（Ｉ）の１つ以上のモノマーを過酸化水素（Ｈ２Ｏ２）と反応させ、以下の式（Ｉａ
）によってあらわされるアミンオキシド化合物
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【化１４】

　（式中、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、上に定義されるとおりである）
を得る、請求項１に記載のポリマー。
【請求項５】
　モノマー構成要素（ｂ）が、式（ＩＩＩ）および（ＩＶ）
　　Ｃ（Ｘ）２＝Ｃ（Ｘ）Ｚ　　　（ＩＩＩ）
　　ＣＨ２＝ＣＨ－ＯＣ（Ｏ）Ｒ１　　　（ＩＶ）
によってあらわされる少なくとも１つの共重合可能な非イオン性エチレン性不飽和モノマ
ーから選択され、
　ここで、式（ＩＩＩ）および（ＩＶ）のそれぞれにおいて、各Ｘは、独立して、水素、
メチル、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１であり、Ｚは、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、
－Ｃ６Ｈ４Ｒ１、－Ｃ６Ｈ４ＯＲ１、－ＣＮ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１）２、－ＮＨＣ（Ｏ）
ＣＨ３、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｈ、－Ｃ（Ｏ）ＯＡ’ＯＲ１５　Ｎ－（２－ピロリドニル）、Ｎ
－カプロラクタミル、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣＨ２ＣＨ２－Ｎ－エチレン尿素、または－Ｃ（Ｏ
）ＮＨＣ（ＣＨ３）３であり、Ａ’は、－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－および－ＣＨ２Ｃ
Ｈ（ＣＨ２ＯＨ）－から選択される二価の基であり、各Ｒ１は、独立して、直鎖および分
枝鎖のＣ１～Ｃ３０アルキル、ヒドロキシ置換Ｃ２～Ｃ３０アルキル、Ｃ５～Ｃ３０シク
ロアルキルおよびＣ１～Ｃ５アルキル置換Ｃ５～Ｃ３０シクロアルキルであり、Ｒ１５は
、直鎖または分枝鎖の飽和または不飽和のＣ６～Ｃ２２脂肪酸のアシル残基である、請求
項１に記載のポリマー。
【請求項６】
　モノマー構成要素（ｂ）が、少なくとも１つのＣ１～Ｃ３０アルキル（メタ）アクリレ
ート、少なくとも１つのヒドロキシＣ２～Ｃ３０アルキル（メタ）アクリレート、少なく
とも１つのＣ１～Ｃ３０アルキル（メタ）アクリルアミド、少なくとも１つのスチレン；
少なくとも１つの置換スチレン、少なくとも１つのビニルエステル、少なくとも１つの不
飽和亜硝酸化合物、グリシジルｔ－デカノエートとアクリル酸との反応生成物、グリシジ
ルｔ－デカノエートとメタクリル酸との反応生成物、またはこれらの２つ以上の任意の組
み合わせから選択される、請求項５に記載のポリマー。
【請求項７】
　モノマー構成要素（ｂ）が、アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、メタクリル酸メチ
ル、アクリル酸ｎ－ブチル、アクリル酸２－エチルヘキシル、３，３，５－トリメチルシ
クロヘキシルメタクリレート、メタクリル酸ステアリル、およびこれらの任意の２つ以上
の適切な混合物から選択される、請求項５に記載のポリマー。
【請求項８】
　モノマー構成要素（ｃ）が、（Ａ）モノマー混合物の他のモノマーとの付加重合のため
のエチレン性不飽和末端基部分と、（Ｂ）生成物であるポリマーに対し、選択的な親水性
を付与するためのポリオキシアルキレン中間部分と、（Ｃ）前記ポリマーに対し、選択的
な疎水性を与えるための疎水性末端基部分とを有する少なくとも１つのモノマーから選択
される、請求項１に記載のポリマー。
【請求項９】
　モノマー構成要素（ｃ）が、式（Ｖ）によってあらわされる少なくとも１つのモノマー
から選択され、
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【化１５】

　（式中、各Ｒ２は、独立して、Ｈ、メチル、－Ｃ（Ｏ）ＯＨまたは－Ｃ（Ｏ）ＯＲ３で
あり、Ｒ３は、Ｃ１～Ｃ３０アルキルであり、Ａは、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）
Ｏ－、－Ｏ－または－ＣＨ２Ｏ－であり、（Ｒ４－Ｏ）ｎは、Ｃ２～Ｃ４オキシアルキレ
ン単位のホモポリマー、ランダムコポリマーまたはブロックコポリマーであるポリオキシ
アルキレンであり、ここで、各Ｒ４は、独立して、Ｃ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６、Ｃ４Ｈ８、また
はこれらの混合物であり、ｎは、５～２５０の範囲の整数であり、ここで、Ｒ５は、直鎖
または分枝鎖のＣ８～Ｃ４０アルキル、Ｃ８～Ｃ４０炭素環アルキル、Ｃ２～Ｃ４０アル
キル置換フェニル、アリール置換Ｃ２～Ｃ４０アルキル、およびＣ８～Ｃ８０複合エステ
ルから選択される置換または非置換のアルキルであり、Ｒ５アルキル基は、必要に応じて
、ヒドロキシル基、アルコキシル基またはハロゲン基から選択される１つ以上の置換基を
含む、請求項１に記載のポリマー。
【請求項１０】
　モノマー構成要素（ｃ）が、セチルポリエトキシ化メタクリレート、セテアリルポリエ
トキシ化メタクリレート、ステアリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、アラキジル
ポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ベヘニルポリエトキシ化メタクリレート、ラウリ
ルポリエトキシ化メタクリレート、セロチルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、モン
タニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、メリシルポリエトキシ化（メタ）アクリレ
ート、ラクセリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、トリスチリルフェノールポリエ
トキシ化メタクリレート、水素化ヒマシ油ポリエトキシ化メタクリレート、キャノーラポ
リエトキシ化（メタ）アクリレートおよびコレステロールポリエトキシ化メタクリレート
のうち１つ以上から選択され、前記モノマーのポリエトキシ化部分は、５～１００のエチ
レンオキシド繰り返し単位を含む、請求項１に記載のポリマー。
【請求項１１】
　モノマー構成要素（ｄ）が、式（ＶＩ）によってあらわされる少なくとも１つのモノマ
ーから選択され、

【化１６】

　式中、各Ｒ６は、独立して、水素またはメチル、－Ｃ（Ｏ）ＯＨまたは－Ｃ（Ｏ）ＯＲ

７であり、Ｒ７は、Ｃ１～Ｃ３０アルキルであり、Ａは、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（
Ｏ）Ｏ－、－Ｏ－または－ＣＨ２Ｏ－であり、ｐは、０～３０の範囲の整数であり、ｒは
、０または１であり、ただし、ｐが０である場合、ｒは０であり、ｐが１～３０の範囲で
ある場合、ｒは１であり、（Ｒ８－Ｏ）ｖは、Ｃ２～Ｃ４オキシアルキレン単位のホモポ
リマー、ランダムコポリマーまたはブロックコポリマーであるポリオキシアルキレンであ
り、各Ｒ８は、独立して、Ｃ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６、Ｃ４Ｈ８、またはこれらの混合物であり
、ｖは、１～２５０の範囲の整数であり、Ｒ９は、水素またはＣ１～Ｃ４アルキルである
、請求項１に記載のポリマー。
【請求項１２】
　モノマー構成要素（ｄ）が、以下の化学式
Ｈ２Ｃ＝ＣＨ－Ｏ（ＣＨ２）ａＯ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃＨ；
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Ｈ２Ｃ＝ＣＨＣＨ２Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｄ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｅＨ；
Ｈ２Ｃ＝Ｃ（Ｑ）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ（ＣＨ２）ａＯ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃＨ；
または
Ｈ２Ｃ＝Ｃ（Ｑ）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｄ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｅＨ
のうち１つを有する少なくとも１つのモノマーから選択され、
式中、Ｑは、水素またはメチルであり、ａは、２、３または４であり、ｂは、１～１０の
範囲の整数であり、ｃは、５～５０の範囲の整数であり、ｄは、１～１０の範囲の整数で
あり、ｅは、１～５０の範囲の整数である、請求項１に記載のポリマー。
【請求項１３】
　ｂまたはｃがゼロであってもよい、請求項１２に記載のポリマー。
【請求項１４】
　ｄまたはｅがゼロであってもよい、請求項１２に記載のポリマー。
【請求項１５】
　モノマー構成要素（ｅ）が、以下の式によってあらわされる少なくとも１つの重合可能
なシリコーンマクロマーから選択され、
【化１７】

式中、各Ｒ２０は、独立して、直鎖または分枝鎖のＣ１～Ｃ３０アルキル、Ｃ４～Ｃ２０

アリールまたはＣ２～Ｃ２０アルケニルから選択され、（Ｒ８－Ｏ）ｖは、Ｃ２～Ｃ４オ
キシアルキレン単位のホモポリマー、ランダムコポリマーまたはブロックコポリマーとし
て配置されていてもよいポリオキシアルキレン部分であり、各Ｒ８は、独立して、Ｃ２Ｈ

４、Ｃ３Ｈ６、Ｃ４Ｈ８またはこれらの混合物であり、ｖは、１～２５０の範囲の整数で
あり、ｘは、０～２００の範囲の整数であり、ｙは、０～２００の範囲の整数であり、ｚ
は、１～２００の範囲の整数であり、Ｇは、遊離ラジカルによって重合可能な少なくとも
１つの炭素－炭素二重結合を含む任意の部分から選択される、請求項１に記載のポリマー
。
【請求項１６】
　前記モノマー混合物が、構成要素（ｆ）をさらに含み、構成要素（ｆ）は、モノマー混
合物の合計重量を基準として、０．００１重量％～５重量％の範囲で存在する、請求項１
に記載のポリマー。
【請求項１７】
　前記ポリマーを、（ｉｉ）（ａ）、（ｂ）および（ｄ）を含むものから選択されるモノ
マー混合物から重合させ、モノマー構成要素（ａ）が、３－（ジメチルアミノ）プロピル
メタクリレート；２－（ジメチルアミノ）プロパン－２－イルメタクリレート；３－（ジ
メチルアミノ）－２，２－ジメチルプロピルメタクリレート；２－（ジメチルアミノ）－
２－メチルプロピルメタクリレート；４－（ジメチルアミノ）ブチルメタクリレート、お
よびこれらの混合物のうちの少なくとも１つから選択され、モノマー構成要素（ｂ）が、
Ｃ１～Ｃ３０アルキル（メタ）アクリレート、ヒドロキシル置換Ｃ１～Ｃ３０アルキル（
メタ）アクリレート、およびこれらの混合物のうちの少なくとも１つから選択され、モノ
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マー構成要素（ｄ）が、以下の式によってあらわされる少なくとも１つのモノマー
Ｈ２Ｃ＝ＣＨＣＨ２Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｄ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｅＨ
およびこれらの混合物から選択され、ｄは、１～２０の範囲であり、ｅは、５～４０の範
囲である、請求項１～１６のいずれか１項に記載のポリマー。
【請求項１８】
　前記ポリマーを、３－（ジメチルアミノ）－２，２－ジメチルプロピルメタクリレート
と、アクリル酸エチルと、アクリル酸メチルと、式Ｈ２Ｃ＝ＣＨＣＨ２Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）

２－１０（Ｃ２Ｈ４Ｏ）１０－２５Ｈによってあらわされるモノマーとを含むモノマー混
合物から重合させる、請求項１７に記載のポリマー。
【請求項１９】
　前記ポリマーを、（ｉｉ）（ａ）、（ｂ）および（ｃ）を含むものから選択されるモノ
マー混合物から重合させ、モノマー構成要素（ａ）は、３－（ジメチルアミノ）プロピル
メタクリレート；２－（ジメチルアミノ）プロパン－２－イルメタクリレート；３－（ジ
メチルアミノ）－２，２－ジメチルプロピルメタクリレート；２－（ジメチルアミノ）－
２－メチルプロピルメタクリレート；４－（ジメチルアミノ）ブチルメタクリレート、お
よびこれらの混合物のうちの少なくとも１つから選択され、モノマー構成要素（ｂ）は、
Ｃ１～Ｃ３０アルキル（メタ）アクリレート、およびこれらの混合物のうちの少なくとも
１つから選択され、モノマー構成要素（ｃ）は、セチルポリエトキシ化メタクリレート、
セテアリルポリエトキシ化メタクリレート、ステアリルポリエトキシ化（メタ）アクリレ
ート、アラキジルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ベヘニルポリエトキシ化メタク
リレート、ラウリルポリエトキシ化メタクリレート、セロチルポリエトキシ化（メタ）ア
クリレート、モンタニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、メリシルポリエトキシ化
（メタ）アクリレート、ラクセリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、トリスチリル
フェノールポリエトキシ化メタクリレート、水素化ヒマシ油ポリエトキシ化メタクリレー
ト、キャノーラポリエトキシ化（メタ）アクリレート、およびコレステロールポリエトキ
シ化メタクリレートのうち１つ以上から選択される少なくとも１つのモノマーから選択さ
れ、前記モノマーのポリエトキシ化部分は、５～１００のエチレンオキシド繰り返し単位
を含む、請求項１～１８のいずれか１項に記載のポリマー。
【請求項２０】
　請求項１～１９のいずれか１項に記載のポリマーを含む、パーソナルケア製品、ヘルス
ケア製品、家庭用ケア製品、施設用ケア製品または産業用ケア製品。
【請求項２１】
　乳化剤、安定剤、懸濁剤、化学的および生理学的に活性な成分ならびに化粧品材料の効
果、付着または送達を高めるための付着助剤、膜形成剤、増粘剤、レオロジー調整剤、毛
髪固定剤、コンディショニング固定剤、コンディショナー、保湿剤、拡散助剤、担体とし
ての、およびこれらを加えた配合物の精神知覚性および美感を高めるための薬剤としての
、または帯電防止剤、殺菌剤、静菌剤、防腐剤および抗微生物剤としての、請求項１～１
９のいずれか１項に記載のポリマーの使用。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２４】
　本発明の多目的ポリマーは、パーソナルケア、ヘルスケア、家庭用ケア、施設および産
業用（まとめて「Ｉ＆Ｉ」）ケア用の種々の製品、および医薬品用途および産業用途の種
々の製品に利用することができる。本発明の多目的ポリマーは、乳化剤、安定剤、懸濁剤
、化学的および生理学的に活性な成分ならびに化粧品材料の効果、付着または送達を高め
るための付着助剤、膜形成剤、増粘剤、レオロジー調整剤、毛髪固定剤、コンディショニ
ング固定剤、コンディショナー、保湿剤、拡散助剤、担体として使用することができ、ま
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た、これを加えた配合物の精神知覚性および美感を高めるための薬剤として使用すること
ができる。さらに、本発明の多目的ポリマーのカチオン性によって、これらのポリマーが
帯電防止剤として有用になり、特定の条件下で、殺菌活性、静菌活性、防腐活性および抗
微生物活性も付与することがある。
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